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蘇生するユニコーン

2014年から現在までの作品記録



蘇生するユニコーン Rivive a Unicorn
2014 -

樹脂、シリコン、毛、電動ポンプ、エアーコンプレッサー他 
1650×1380×500 (mm)



蘇生するユニコーン 部分



蘇生するユニコーン 展示風景



蘇生するユニコーン
非実在生物であるユニコーンの、骨格・内臓・筋肉・皮膚など身体を構成するあらゆる部位を制作する。
制作した内臓を肋骨で覆い、骨格に筋肉を被せ、血管を張り巡らせて皮膚を縫合する。そうして架空の
生物であるユニコーンを実在させる。

制作したユニコーン体内の心臓と肺に生命維持装置をつなぐ。肺に空気を送り、心臓と血管に液体を流し、
呼吸と血液循環を行うことでユニコーンを蘇生する。

幼い頃実在すると信じていた架空の生物は、今は実在しないと分かっている。存在を否定されたその生物は、
現実世界で居場所を失い人々の脳内で息絶え屍となって横たわっている。私は出来る限りの制作を行い、
純真さの象徴であるユニコーンを自らの手で実在させ、心臓に血を流し肺に空気を送り息を吹き返させる。
それは私達が気付かぬうちに失った夢や希望・幻想を蘇生させる瞬間である。



蘇生するユニコーン 骨格 (2014～2017)



蘇生するユニコーン 制作中の様子 (全身の骨格)

蘇生するユニコーン 制作中の様子 (頭骨、内臓、植毛中の様子)



蘇生するユニコーン 設計図 骨格系 (2022)

蘇生するユニコーン 設計図 内臓系 (2022)



蘇生するユニコーン 設計図 筋肉系 (2022)

蘇生するユニコーン 設計図 表皮 (2022)



蘇生するユニコーン 原寸図 2023



変身物語　METAMORPHOSES

2018年から現在までの作品記録



変身物語 METAMORPHOSES #1 X-ray film 1
2018

レントゲンフイルム
サイズ可変



変 身 物 語
METAMORPHOSES

　5 年間の闘病の末 2015 年に亡くなった愛犬の遺骨は、火葬ののち納骨せず、
未だ実家の居間に置いてある。火葬の時家族と触れたあの小さく美しい遺骨を
もう一度見たいが、骨壷の中には辛くも幸せだったあの時間の空気が詰まって
いるようで、骨壷の蓋を開けることはできなかった。開けてしまえば、あの時間を失っ
て二度と戻れないだろう。

　私はある日、父母の了承を得て、骨壷が入った骨箱ごとCTスキャンを撮ることにした。
スキャンデータを元に遺骨の 3D データを作成し、3D プリンタで出力する。
出力した樹脂製の遺骨を型取りし、様々な素材に変換する。例えば石膏で型取り
しガラスに置き換える。例えば鋳込み成形した陶器製の遺骨を、一つひとつの
骨を元の身体の通りに継ぐように、骨同士を金継ぎする。

　その記憶も何もかも、死を境に失うものばかりだった死者に纏わる一切が、
これを機に増幅していく。様々な素材に触れ美しさをそのままに変容する姿を見て、
私は私自身の変化を受容できるだろう。

　現代の葬制は死を日常生活から遠ざけ、やがて死者は社会に実在しなくなった。
重い墓石のなか、骨壺のなかに覆い隠されてしまった死者を、私の葬法で繰り返し
変身させ、私は死者を失わない。その変身の過程を見せる物語である。

▼2018年10月 3日撮影

▲ 2019 年7月 12日出力 平野 真美



<会場の様子>

撮影：河内彰 (Crashi Films)



<会場の様子>

撮影：河内彰 (Crashi Films)



変身物語 METAMORPHOSES #1 X-ray film 2
2021

レントゲンフイルム、シャウカステン
310×260×56(mm)



変身物語 METAMORPHOSES #1 X-ray film 6
2021

レントゲンフイルム、シャウカステン
310×260×56(mm)



変身物語 METAMORPHOSES #3 Pâte de verre 部分



変身物語 METAMORPHOSES #3 Pâte de verre 部分



変身物語  METAMORPHOSES #4 Ceramics
2021
磁器

サイズ可変



変身物語 METAMORPHOSES #5 Presence or absence
2021
ガラス

90×140×90(mm)



変身物語 METAMORPHOSES #5 Presence or absence 部分



変身物語CTスキャンデータ作成の様子 (2018/10/3)





変身物語3Dデータ作成の様子 (2019)





変身物語 3Dプリントモデル出力 (2019/07/12)



変身物語 3Dプリントモデル



3Dプリンタ出力モデルをパート・ド・ヴェールの技法で
ガラスに置き換える

変身物語 METAMORPHOSES #3 Pâte de verre 制作の様子



変身物語 METAMORPHOSES #4 Ceramics 制作の様子



変身物語 METAMORPHOSES #4 Ceramics 制作の様子



保存と再現

2013年に制作した修了制作作品



保存と再現 Conservation and Reproduction
2013

ウレタン、羊毛、エアーコンプレッサー他
130×400×250 (mm)



保存と再現 部分
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保存と再現 設計図

保存と再現　制作の様子



保存と再現

愛犬は今年で10歳 (2015 年当時 )になる。
愛犬は 5 年前から骨髄の病気にかかり、自分で歩いたり、食べたり飲んだりができない寝たきりの状態にあった。
視力がなく、聴覚はあるかどうか分からない。日々確実に弱っていきながら、家族に愛され暮らしている。
私はこの犬のことが大好きで、離れたくない、ずっと一緒にいたい、死んでほしくないと思っていた。彼女と一緒
にいる時間はとても幸せで、離れるときはこれが最後かもしれないと思い、とても辛かった。少しずつ死に近づく
彼女とこの状況に対して、なにかしなければと思っていた。
そして彼女の身体の正確な大きさや、身体の構成ついて調べ始めた。彼女の骨格や内臓、筋肉や皮膚など、彼
女を構成する要素をできる限り全て制作することで、彼女の今の姿を現世に保存しようと考えたのである。また、
制作によって彼女の姿を保存できたら、制作した肺に人工呼吸器を繋ぎ、呼吸する姿まで再現しようとした。

制作は骨格から始めた。骨格から作り始めることが、死から生へ向かう、蘇生のための儀式のように感じた。筋
肉や皮膚は、柔らかいゲル状の素材を使った。撫でたときの感触も再現し、手足の曲がりや呼吸による腹部の上
下も可能にした。
骨や内臓や筋肉は、制作が進むにつれ見えなくなり、最終的には皮膚に覆われてしまう。しかし生きる姿を保存
するために、外見だけを再現しようとは思わなかった。骨から作る儀式のこともあったし、何より彼女を生かして
いる構造こそ、この上ない大切な宝物のように思えた。その構造によって、彼女は今苦しみ、しかし生きている。

内臓や筋肉、皮膚を制作し、肺には人工呼吸器のかわりになる小さなエアーコンプレッサーを繋いだ。 空気を肺
に送り込み、腹部が一定間隔で上下すると、だんだんエアーコンプレッサーの熱が移り、犬の身体が暖かくなっ
てきた。 
制作が終わり、コンプレッサーによって呼吸を続けるこの犬を見ると、単なる愛犬の複製物とは違う、奇妙に独
立した生物のように思えた。愛犬とはよく似ているが、この生物にはこの生物の、独立した意識を持っているよう
に見えた。

私はこの犬の神様だった。私はこの犬の生死をコントロールすることができ、骨折したり、肺が破れたりすれば、
それを治すことができた。この犬にとって私は絶対的な存在であり、私はこの犬を宝物のように思った。  

制作中の作業机の上は、一見すると解剖実験をしているようで、この犬を生かそうとしているのか、それとも殺し
ているのか分からなくなるような瞬間があった。完成した姿も、生きているか、眠っているか、死んでいるか、判
断がつかない。しかし私は彼女との永遠を願ったし、骨から制作を始めた一連の作業は、私にとって希望そのも
のだった。

この犬は今も、生死の境で横たわっている。横たわる彼女に、私は静かに空気を送る。



だれも知らない生き物
2012

ビニール、配管パイプ、ファンモーター他
1000×1500×1500 (mm)



You won't die in electron
2013

LED、Webカメラ他
210×200×200 (mm)



展覧会・レジデンス

個展・グループ展・レジデンスの記録



グループ展
展覧会名 ：南飛騨 Art Discovery
会期 ： 2024年10月19日～11月24日
会場 ：岐阜県下呂市萩原町一帯
概要：こけのみち（旧薬草園）にはかつて400種類の薬草が植栽されていたが、その多くが根付かず樹 名板は撤去され、現在は元々自生す
　　　る植物を残し「こけのみち」として運営されている。しかしこの地域と薬草の関わりは深く、古くから日々の生活と密接に関わっていた。
　　　これら薬草にまつわる文化を保全するため新たな樹名板となるような作品を考えた作家は、交流のあった岐阜盲学校と協力し、児童と
　　　薬草を観察・触察しその特徴を形にした。形はガラスに写し取られ、目にみえる特徴だけではない、植物の様々な要素を記録した「植
　　　物触図」として元となった植物の隣に設置した。　

<制作の様子>



会場の様子



グループ展
展覧会名 ：都市にひそむミエナイモノ展 Invisibles in the Neo City
会期 ： 2023年12月15日～2024年3月25日
会場 ：SusHi Tech Square Space
概要：東京都が運営する、最先端のテクノロジーやメディアアートを紹介するギャラリースペース「SusHi Tech Square Space」にて
　　　企画展に参加した。東京藝術大学大学院美術研究科先端芸術表現専攻八谷和彦研究室からの特別展示として、作品「蘇生する
　　　ユニコーン」を制作開始した２014年から現在までの歩みを一望できる展示を行った。　　　

<展覧会チラシ>

<会場の様子>



<会場の様子>



個展
展覧会名 ： 平野真美 個展 「架空のテクスチャー」
会期 ： 2023年8月4日～8月14日
会場 ： WHITEHOUSE ナオナカムラ
概要：東京都新宿区にあるオルタナティブギャラリー「WHITE HOUSE」にて、ナオナカムラのキュレーションのもと個展を行った。
　　　2014年から継続して制作している作品「蘇生するユニコーン」の新作を展開した。 

<会場の外観>

<会場の様子>



<会場の様子>



<会場の様子>



個展
展覧会名 ： 平野真美 個展 「空想のレッスン」
会期 ： 2023年2月4日～3月5日
会場 ： Maki Fine Arts
概要：東京都新宿区にある現代美術のプライマリーギャラリー「Maki Fine Arts」にて個展を行った。
　　　作品「蘇生するユニコーン」の新作ドローイングや、ユニコーンの原寸大の姿を描いた作品などを展開した。

<会場の外観>

<会場の様子>



<会場の様子>



<会場の様子>



<会場の様子>



グループ展
展覧会名 ： ab-sence/ac-cept 不在の観測
会期 ： 2021年9月23日～11月28日
会場 ： 岐阜県美術館
概要 ： 岐阜県美術館の企画・主催にて行われた企画展。3組の作家が「不在」をキーワードに姿をもたない存在や言語に回収されざる
　　　存在とのコネクトを試み新作を発表した。また、各々の作家が岐阜県美術館の所蔵品から作品をセレクトし、新たな解釈を付加し
　　　同空間で展示を行った。2019年から継続して制作している 《変身物語 METAMORPHOSES》シリーズと、所蔵品から荒木高子
　　　氏制作の《黒いページのある聖書》を同空間に展示した。参加作家はミルク倉庫+ココナッツ、三枝愛、平野真美。

<展覧会チラシ>

<会場の様子>



<会場の様子>



<会場の様子>



<会場の様子>



個展
展覧会名 ： 3331 ART FAIR recommended artists 平野真美 個展 「変身物語 METAMORPHOSES」
会期 ： 2021年1月9日～2月22日 ※コロナウイルス感染拡大の影響を受け、当初の会期1/8～2/13から変更
会場 ： 3331 Arts Chiyoda
概要 ： 「3331 ART FAIR 2020」でレコメンドアーティストに選出され、 その副賞として「3331 Arts Chiyoda」の企画・主催で開催された
　　　個展。 5年前(当時)に亡くなった犬の遺骨のCTキャンデータを3Dプリンタで出力し、 ガラスや陶器へ変容させるシリーズ作品《変身
　　　物語 METAMORPHOSES》を発表した。

<展覧会DM>

<会場の様子>



<会場の様子>



<会場の様子>

撮影：河内彰 (Crashi Films)



<会場の様子>

撮影：河内彰 (Crashi Films)



<会場の様子>

撮影：河内彰 (Crashi Films)



<会場の様子>

撮影：河内彰 (Crashi Films)



グループ展
展覧会名 ： セカンド・フラッシュ
会期 ： 20年1月12日～1月21日
会場 ： 岐阜県美術館
概要 ： 岐阜県美術館のリニューアルオープン特別企画として開催された企画展で、過去に岐阜県美術館主催のレジデンス企画に参加した
　　　4組の作家の成果発表展。岐阜県立岐阜盲学校でのレジデンスを元に、児童生徒と共作した作品群と、《蘇生するユニコーン》を
　　　新たに要素を追加して展示発表した。参加作家はナデガタインスタントパーティ、松本和子、宮田篤+笹萌恵、平野真美。

<展覧会チラシ>



<会場の様子>



<会場の様子>



<会場の様子>



グループ展
展覧会名 ： 2018年のフランケンシュタイン バイオアートにみる芸術と科学と社会のいま
会期 ： 2018年9月23日～11月28日
会場 ： GYRE
概要 ： 東京都渋谷区神宮前にあるギャラリー「EYE OF GYRE」にて、近年世界的な隆盛を見せる芸術の新潮流「バイオアート」を国内
　　　で初めて大々的に紹介した企画展で、《蘇生するユニコーン》を展示発表した。
　　　参加作家はロバート・スミッソン、マーク・ダイオン、ディムット・ストレーブ、ティナ・ゴヤンク、
　　　ヘザー・デューイ=ハグボーグ、BCL、AKI INOMATA、本多沙映、平野真美。

<展覧会チラシ>

<会場の様子>



<会場の様子>



レジデンス
展覧会名 ： アーティスト・イン・ミュージアム 平野真美Meets岐阜県立岐阜盲学校
公開制作 ： 2018年8月20日～8月24日
作品展示 ： 2018年9月26日～9月28日(岐阜盲学校)
　　　　　 2018年10月27日～10月28日(岐阜盲学校)
　　　　　 2018年10月3日～11月3日(岐阜県美術館)
会場 ： 3331 Arts Chiyoda
概要 ： 岐阜県美術館の企画・主催で、岐阜県立岐阜盲学校にて行われたレジデンスで、滞在制作と成果発表展を行った。
　　　滞在中は、盲学校の児童生徒が《蘇生するユニコーンの制作風景を鑑賞したり、児童生徒と新たに作品を共作した。
　　　成果発表として、児童生徒と制作した作品と共に、《蘇生するユニコーン》を岐阜県美術館と岐阜盲学校で展示発表した。

<展覧会DM>
表1表4

表3表2



<滞在制作の様子>



<岐阜県美術館での成果発表>



<岐阜盲学校での成果発表>

<盲学校での授業の様子>
レジデンス・プログラムの一環として、岐阜県立岐阜盲学校の図工図学・美術の授業を担当した。
初等部・中等部・高等部の児童生徒へ、鑑賞と制作をテーマに一週間の授業を実施した。授業では「蘇生するユニコーン」を実際に
触れその体験を絵や文章で表現してもらい、また児童生徒の発想の元、盲学校にある素材を使って新たに架空の生物を制作した。



個展
展覧会名 ： 平野真美 個展「蘇生するユニコーン」
会期 ： 2018年1月12日～1月21日
会場 ： ギャラリーマルヒ
概要 ： 東京都文京区根津にある「ギャラリーマルヒ」にて、2014年から制作している《蘇生するユニコーン》と、修了制作作品である《保存と
　　　 再現》を展示発表した。

<展覧会チラシ>

<会場の様子>



<会場の様子>



<会場の様子>

撮影：Zhdanova Alina



<会場の様子>

撮影：Zhdanova Alina



グループ展
展覧会名 ： Collectors’ Collective Vol.5
会期 ： 2021年12月2日～12月19日
会場 ： biscuit gallery
概要 ： 東京都渋谷区松濤にある「biscuit gallery」にて開催されたグループ展。コレクター3名がそれぞれのアートコレクションを披露し、
　　　コレクションしている作家の中から注目の作家を選出、その作家の新作を展示するというシリーズ企画の5回目で、2019年から
　　　制作している《変身物語 METAMORPHOSES》シリーズの新作展示を行った。

<展覧会チラシ>

<会場の様子>



グループ展
展覧会名 ： メディアコスモス新春美術館2019～色即是芸～
会期 ： 2019年2月9日～2月24日
会場 ： みんなの森ぎふメディアコスモス
概要 ： 岐阜市にある「みんなの森ぎふメディアコスモス」内のギャラリーにて、岐阜県内のギャラリーが岐阜ゆかりの若手作家を紹介する
　　　グループ展に参加し、作品《ストーリーテラー》を発表した。

<展覧会チラシ>

<会場の様子>



グループ展
展覧会名 ： REN-CON ART PROJECT -連茎する現代アート- 
会期 ： 2015年2月17日～3月8日
会場 ： 名古屋市芸術想像センター
概要 ： 名古屋市芸術創造センターにて、舞台機構工事でホールが使用できない期間を活用して開催された現代美術のグループ展。
　　　愛知県立芸術大学、名古屋学芸大学、名古屋造形大学の地元3芸大で、あいちトリエンナーレ2016に向けた芸術大学連携
　　　プロジェクトの一環として実施された。《蘇生するユニコーン》と《保存と再現》を展示発表した。

<展覧会チラシ>

<会場の様子>



ワークショップ

2018～2021年に開催したワークショップの記録



ワークショップ
企画名 ： ナンヤローネワークショップ 「持ち主"不在"の聖書」
開催日 ： 2021年11月28日
会場 ： 岐阜県美術館
概要 ： 企画展「ab-sence/ac-ceptance 不在の観測」の関連イベントとして、岐阜県美術館にてアートツアー (鑑賞活動)とワークショップ
　　　を行った。出品した作品《変身物語 METAMORPHOSES》と、同空間に展示した岐阜県美術館の所蔵作品《黒いページのある
　　　聖書》に注目しながら、展示会場に来ることができなかった不在の誰かのために、展覧会内容を伝える和綴じ本を制作した。

<会場の様子>

<成果物>



<参加者に配布した指示書>



ワークショップ
企画名 ： ナンヤローネワークショップ 「持ち主"不在"の聖書」
開催日 ： 2019年12月22日
会場 ： 岐阜県美術館
概要 ： 岐阜県美術館での企画展「セカンド・フラッシュ」の関連イベントとして、オリジナルの鑑賞プログラムを企画した。小説等で用いら
　　　れる、読者が語り手が語った内容を鵜呑みにしてしまう読者の認識を使った叙述トリック「信頼できない語り手」をキーワードに、
　　　参加者自らが「信頼できない語り手」となって展示作品を互いに解説しあうアートツアーを実施した。

<会場の様子>



<参加者に配布した指示書>

信 頼 で き な い 語 り 手信頼で きない語り手
岐阜県美術館 ナンヤローネアートツアー × 平野 真美

ナンヤローネアートツアー  「信頼できない語り手」の始め方
1. 自らが” 信頼できない語り手であることを自覚しましょう
2. フィクションであることを保留し受け入れましょう
3. 誤読行為を楽しみましょう

『青白い炎』ウラジーミル・ナボコフ著、1962年発行
架空の詩人ジョン・フランシス・シェイドによる瞑想詩『青白い炎』と、その詩の膨大な注釈と索引からなる " 小説 "。注釈者はシェイド
と同じ大学に勤め、シェイドの隣人でもあるキンボート。詩の完成後シェイドが亡くなりキンボートが詩の注釈と編集、出版を名乗り出るが、
キンボートによる注釈は詩の内容から大きく逸脱・脱線し、彼の奇怪な幻想や妄想によって歪められている。シェイドに妄執し、詩の内容
に無関係の自らの人生を無理やりこじつけようとするキンボートにとってその「誤読行為」は、特別なリアリティを想像することに他ならない。
“そうした別世界 (それは異界への関心とも通じる )の創造を通じて得られる美的至福が、深い喪失感から生じる恐るべき孤独と苦悩の現
在を少しでもやわらげ、軽減してくれるのではないかと希求する。( 略 ) そんなとき、彼が狂人であるなどということはほとんど問題ではな
くなり、彼を通じて、われわれはしばしば創造者や芸術家の姿を垣間見ることになるのだ。言い換えれば、キンボートの幻想や妄想は明
らかに文学的想像力の別名なのである。”
(ウラジーミル・ナボコフ『青白い炎』ちくま文庫、2003年、訳者あとがきより抜粋 )

信頼できない語り手 (Unreliable narrator)とは
小説や映画、劇などで用いられる手法であり、前提条件として提示される文章は地の分や形式において無批判に鵜呑みにしていいという
認識を逆手にとった叙述トリック。(注1) 読者自身は、物語の語り手はそこで起こったありのままの真実を語るものだと最初認識しているが、
物語の語り手が語る内容が実は真実と異なり、読者を惑わせミスリードする。
注 1: 小説という形式自体が持つ暗黙の前提や、偏見を利用したトリック。

<アートツアーの手順 >

① 今ある作品情報の一切を無視し、事実と異なるとんでもない設定を作品に組み込み、
　 その考えをハンドアウトに書き込みます。(お渡しするハンドアウトは、作品情報部分が空白になっています。)

② できあがった「信頼できない語り手」によるハンドアウトを、他の参加者に渡します。

③ 「信頼できない語り手」である他者が作ったハンドアウトを元に、もう一度展示室で作品鑑賞します。

④ 最後にハンドアウトを作ったグループの作品設定を聞き、そのハンドアウトを見ながら作品鑑賞したグループの感想を聞きます。

⑤ 困った時は美術館の皆さんに作品について聞いてみましょう。しかし彼らもまた「信頼できる語り手」とは限りません。

○今日のアートツアーでは、この叙述トリックを美術館のフォーマットへ置き換えてみます。
一人称の語り手は「信頼できない語り手」です。作家は主観で話すため、作品にとって一番の「信頼できない語り手」であるといえます。
では、展示室にある、挨拶文、ハンドアウトや展示室内の三人称で語られる文章が「信頼できない語り手」によるものだとしたら、作品
の捉え方はどう変化するでしょうか。" 人間は日常的に触れる情報のうち 8 割を視覚から得ている " といいます。8 割のうち作品にとって
の真実をどれほど受け取れているでしょうか？

誰か他の人を騙したり、嘘を暴いたり、問いを解くことが目的ではありません。展示室で与えられた情報を信頼しないとして、作品の関連
情報から自由になり、別の視点を ( なかば強制的に ) 持つこと、そうすることで作品解釈の幅を広げること、作者さえ知り得ない作品の
新しい見方を発見することが目的です。作者ではなく、作品の前に立った誰もが、作品自身が信頼できる語り手になることができます。
作品と自分だけの関係をつくり、誤読行為を楽しみましょう。それが作品にとっての真実かもしれません。

2019年 12月２１日　平野 真美



ワークショップ
企画名 ： ナンヤローネワークショップ 蘇生するユニコーンと物語る
開催日 ： 2018年7月22日
会場 ： 岐阜県美術館
概要 ： 岐阜県美術館で行われたワークショップ。岐阜県美術館多目的ホールにて《蘇生するユニコーン》の公開制作を行い、参加者は
　　　公開制作を鑑賞しながら思いついた物語を原稿用紙に書き連ねた。実施後は参加者が書いた物語を互いに共有した。

<会場の様子>



<参加者に配布した指示書>

蘇生するユニコーンと物語る
ユニコーン召喚 / 喚起のための

仮定 a,　　ユニコーンは物語世界に存在する

　　 b,　　ユニコーンが存在するのは物語世界である

　　 c,　　ユニコーンが存在する場所は物語世界である

ワークショップを始める前に伝えること

少しずれたと言いましたが、この物語世界が少しずれているのは、

ここで行われる行為がいわゆる生活に必要な、生きるために必要な、

衣食住のどれにもあてはまらない、特に大きなお金も生まない、

社会とは少し違うことが重要になる世界だからです。

今日ここで作る物語は、自分が暮らしている世界から少しずれた、

自分だけの深い洞窟のような世界です。

その暗がりに目を向けて、自分だけが知ることができる世界を

見つけて、それを原稿用紙に書いてください。

物語の形式は自由です。ジャンルも自由。しかしひとつ注意したい

のは、「感想文」にならないこと。今日この場では、思ったことを

そのまま伝える必要はありません。なにか感想を持ったとしたら、

それをそのまま書くのではなく、あなたの作品として、自分だけの

物語世界に繋げてください。あなたは今鑑賞者ではなく作者です。

このワークショップでは、特に会話は必要としません。他者との

コミュニケーションは一度脇に置いてください。( それでも嫌でも

ついてまわりますが )。

必要なのは自己埋没です。Focus on it!

他のことは一旦忘れて、自分本意に集中してください。

それで困ることがあれば、( 荷物が邪魔とか、周りが気になるとか )

スタッフに伝えてみてください。

私は話しかけられても特に会話しません。顔も見ない、どんな人が

いるか、それも知ろうとしません。あなたが書いた物語上だけで

あなたを知るためです。

ここで書く物語は、今後何かになるためのものではないし、特に

知識も技術も上手く書く必要もない、本当にただの原稿用紙上の

文章です。特別なテクニックや世界観も必要ありません。　↗

今日この場所に来たあなたには、ひとつ物語を書いて頂きたいのです。

机の上に原稿用紙が置いてあります。その原稿用紙に物語を書く、ここで行うことはそれだけです。

会場を見回して、いくつかの机の中心の、ユニコーンの前に座っている人が、これを書いている私です。

ここはなんだかおかしな空間。

ひどく痩せたユニコーンが横たわっています。

上の 3 つの仮定によれば、ここは物語世界です。ユニコーンによってこの場所は、現実世界から物語世界へとささやかな場面転換を起こします。

朝起きて、今日は美術館に行こうと決め、ここまでやってきたあなたの日常と、その日常から少しずれた物語世界が繋がってしまいました。

ただ、面と向かって話し合ったり、目を合わせたり、そういった

ことではないコミュニケーションを、お互いの空想のなかで行い

たい。作られたものからお互いを知り合いたい。普段のあなたから

少しずれた、あなたが創作した物語世界によって、お互いをより

知ることができるかもしれない。他者を遮る自己埋没によって、

より深く自分や他者を知ることができるかもしれない。

物語世界にはユニコーンがいます。私は物としてユニコーンを実在

させ蘇生していますが、あなたが書いた物語世界や他の人が書いた

物語世界は繋がっているので、例え直接的な描写がなくとも、その

ずれた世界にユニコーンが姿を表すこともあるでしょう。

そしてあなたはユニコーン召喚に成功します。

なんだか楽しくなってきました。今日この時代、この場所に来た人

たちで、どんな物語が原稿用紙の上に広がるでしょうか？

「物語を書く」と言われ、「げっ」と思ったあなたも、とりあえず、

やってみてください。私は物語を書くプロではないし、ここに優劣

はありません。起承転結も必要不可欠ではありません。短い詩の

ようなものでもいいはずです。

では、まず一行目を書き始めましょう。

最初の言葉には躊躇するべきです。

何かを生み出そうとするとき、あなたは何かを生かす感じがします

か？それとも何かを殺す感じがしますか？

それでもまず一行目を書き始めましょう。

そこはどこですか、いつですか？

だれがいて、だれがいない？何をしていて、何をしていない、黙って

いる、話している、だれに向かって ?

あなたはここにいて、でも本当はどこにいるのでしょうか。

2018 年 7 月 18 日

平野 真美



<ワークショップ参加者の作品>



メディア掲載

新聞・雑誌などのメディア掲載の記録



雑誌掲載
雑誌名 ： 芸術批評誌REAR 47号 コラム掲載
発行月 ： 2021年11月
発行元： リア制作室
概要 ： 特集「記録と再生の倫理学」内で、コラム「死者と記憶の保存作業」を執筆、作品画像と共に掲載された。

<表紙>

<掲載面>



雑誌掲載
雑誌名 ： 美術手帖 令和3年2月号 掲載
発行月 ： 2021年1月
発行元： カルチュア・コンビニエンス・クラブ
概要 ： 特集「2020年代を切り開くニューカマーアーティスト100」内で、作品画像と選出者による紹介文が掲載された。

<表紙>

<掲載面>

Nusantao_2018_00　Nusantao Soundscapes: A Speculative 
History of Internetwork Migrants　2018　Photo by Jong Pairez

左──バンコク市シティギャラリーのグルー
プ展「To Whom It May Concernの展示
風景より、ジョン・パイレーツ＋エレインW. 
ホ《Radiohed》（2017）　Photo courtesy 
of Bangkok City City Gallery
右──Against an Economy of Violence
2018-2019　Photo by Jong Pairez

今日の日本のアートの世界では「東南アジア」との距離が縮まっ
たように感じる。しかし、東南アジアのアーティストは必ずしも海
を越えた場所に住む者だけではない。ジョン・パイレーツはフィリ
ピン出身だが日本で外国人労働者として働きながら、労働や移
民に関する諸問題を伝えるメディア・アクティビスト（アーティス
ト）だ。また彼の表現は物理的な意味での「作品」に落とし込まれ
ることなく、コミュニティラジオやワークショップなど、包括的な
取り組みである。ジョンの生活を含む実践的姿勢のすべてが、私
たちが気づくべき表現なのである。（居原田遥） ｜ 2018年東
京藝術大学大学院国際芸術創造研究科修了。

1978,PHILIPPINES

JONG PAIREZ

ジョン・
パイレーツ

木下令子の絵画は、折り目のついた感光紙や布の上にうつろいゆく
時間そのものをイメージとして留め置く。写真というメディアが光の痕
跡であったように、木下の絵画もまた日焼けや感光などの不可逆的な
現象を用いる。注目すべき点は、それらの痕跡の上に作家自身のエア
ブラシなどによる人為的な加筆が介在する部分である。それは記録と
記憶のあいだにある、曖昧で可塑的な時間の存在を静かに伝えてい
る。圧倒的な距離を超えて地表に届いた太陽光の痕跡に、有限な生
命体である人間の、ほんの一瞬の営みが密やかに編み込まれている
のである。（百瀬文） ｜ 2009 年武蔵野美術大学大学院造形研究
科美術専攻油絵コース修了。 1月1 9日より  T O K Y O 
INTERNATIONAL GALLERY （東京）にてグループ展参加予定。

1982,KUMAMOTO

REIKO KINOSHITA 

木下令子

上──日照時間　2019 　印画紙にアクリル絵具 　18×13cm 
Photo by Masaki Kuromoto 
左──Veil 　2020 　布（芯地）にアクリル絵具 　50×57cm 
Photo by Yuichiro Tanaka 

細井は自らを「ボイス・プレイヤー」と定義し、独自の音響シ
ステムを構築することによって、現代の音楽とアーカイブを
めぐる様々な問いを投げかけてきた。無響室の歌声を残響
室に転送し、人間の頭と同サイズのスピーカーを通して無人
空間で響かせる過程を可視化する《Vocalise》（2020）、多
音声チャンネルの制作・視聴覚環境の新規格の提案を含む
《Lenna》（2019）など、その作品群は「なぜデジタル音声が
『人らしさ』を獲得できるのか」という哲学的な問いから、均
質化された視聴覚環境や二次流通の問題までを射程に、
データ化された音楽の未来を思索する。（高橋洋介） ｜ 
2016年慶應義塾大学総合政策学部卒業。4月27日、28日
に愛知県芸術劇場にてヌトミック＋細井美裕「マルチチャ
ンネルスピーカーと俳優のための演劇作品」発表。

1993,AICHI

MIYU HOSOI

細井美裕

平野の作品は、いつも死と向き合い、それに抗うこ
とで、我々がいまをいかに生きるのかを指し示して
きた。骨格、臓器、血管、皮膚、毛、眼球などが解剖
学に基づき脅迫的なまでの精度で再現されること
で、死に近づいていく寝たきりの愛犬の「記憶」や、
科学によって殺されたユニコーンという「迷信」が、
生 し々い現実味を帯びる。それは、現代哲学にお
ける思弁的実在論的な転回─世界が真に存在
するかどうかはとらえ方にすぎない。ゆえにすべて
は実在する̶を隠喩するだけでなく、テクノロ
ジーに支えられた現代の「生と死」に私たちはいか
に向き合うのかを問いかける。（高橋洋介） ｜ 
2014年東京藝術大学大学院美術研究科修士課
程先端藝術表現専攻修了。1月8日より3331 
Arts Chiyoda1階3331Galleryにて個展開催。

1989,GIFU

MAMI HIRANO

平野真美

上─蘇生するユニコーン　2014ｰ　樹脂、シリコ
ン、毛、電動ポンプ、エアーコンプレッサーほか　
165×138×50cm　Photo by TooruTsuji
下─変身物語 METAMORPHOSES #1 X-ray 
film　2020　レントゲンフィルム、シャウカステン　
63×48×8.5cm

右─細井美裕＋石若駿＋YCAM　Sound Mine　2019
シアターピース　谷康弘＝撮影　山口情報芸術センター
［YCAM］＝写真提供
左─Erode　2020　サウンドインスタレーション　
「MIND TRAIL 奥大和 心のなかの美術館」（奈良県、2020）で
の展示風景　Photo by Toru Koda

Lenna　2019　サウンドインスタレーション　「オープン・スペース 2019
別の見方で/2019年」（NTTインターコミュニケーション・センター ［ICC］）で
の展示風景　撮影＝木奥惠三　写真提供＝NTTインターコミュニケー
ション・センター ［ICC］
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新聞掲載
掲載誌名 ： 岐阜新聞文化面 インタビュー掲載
発行日 ： 2021年11月17日
発行元： 岐阜新聞
概要 ： 令和3年11月17日発行の岐阜新聞文化面にて、作品画像とインタビューが掲載された。

<掲載面>



新聞掲載
掲載誌名 ： 中日新聞夕刊文化芸能面 インタビュー掲載
発行日 ： 2021年9月27日
発行元： 中日新聞
概要 ： 令和3年9月27日発行の中日新聞夕刊文化芸能面内のコーナー「美の新星たち」にて、作品画像とインタビューが掲載された。

<掲載面>



TV出演
番組名 ： ブレイク前夜～次世代の芸術家たち～
放送日 ： 2018年3月18日
放送局名： BSフジ
概要 ： 国内の若手作家を紹介するBSフジのテレビ番組に出演し、作品について紹介した。平成30年3月18日放送。

<番組の様子>



ラジオ出演
番組名 ： きょうもラジオは!?2時6時
放送日 ： 20２1年10月13日
放送局名： ぎふチャンラジオ
概要 ： ぎふチャンのラジオ番組「きょうもラジオは!?2時6時」内のコーナー「耳で楽しむ美術館」に出演し、作品と開催中の展覧会に
　　　ついて紹介した。令和3年10月13日放送。

ラジオ出演
番組名 ： お茶の間ステーション
放送日 ： 2019年7月10日
放送局名： ぎふチャンラジオ
概要 ： ぎふチャンのラジオ番組「お茶の間ステーション」に出演し、作品と開催中の展覧会について紹介した。平成30年7月10日放送。

<番組の様子>



<ワークショップ参加者の作品>



<ワークショップ参加者の作品>



書籍掲載

図録、カタログなどの掲載記録



図録
書籍名 ： ab-sence/ac-cept 不在の観測
発行月 ： 2022年3月
発行元 ： 岐阜県美術館
概要 ： 令和3年10月に岐阜県美術館で開催された企画展「ab-sence/ac-cept 不在の観測」の図録。
　　　《変身物語 METAMORPHOSES》を展示した会場風景の他に、会場に掲示したテキスト3点や作者略歴、展評等を掲載。
　　　総頁数94頁。作品掲載部分54頁-72頁。

<表紙>

<掲載面>



<掲載面>



<掲載面>



<掲載面>



カタログ
書籍名 ： アーティスト・イン・ミュージアム Vol.1-Vol.10 ［2016-2021］ 記録集
発行月 ： 2022年3月
発行元 ： 岐阜県美術館
概要 ： 岐阜県美術館で開催されたアーティスト・イン・レジデンスの記録集。平成30年8月から岐阜県立岐阜盲学校にて実施した
　　　滞在制作および作品展示の様子を掲載。
　　　総頁数80頁。本人担当部分28頁-33頁。

<表紙>

<掲載面>



<掲載面>



<掲載面>



<掲載面>



図録
書籍名 ： セカンド・フラッシュ
発行月 ： 2020年3月
発行元 ： 岐阜県美術館
概要 ： 令和1年11月に岐阜県美術館にて開催された企画展「セカンド・フラッシュ」の図録。岐阜県立岐阜盲学校での滞在制作の様子
　　　や、生徒児童と共作した作品群、岐阜県美術館での展示風景等を掲載。
　　　総頁数64頁。本人担当部分18頁-23頁。

<表紙>

<掲載面>



<掲載面>



<掲載面>
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